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正 

人

私 の 決 意

眼
下
の
危
機
を
克
服
し
て
未
来
を
築
く

吉田正人吉田正人さん

北海道議会議員・道議会水産林務常任委員会副委員長

　

平
素
よ
り
皆
さ
ま
に
は
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
政
治
・
経
済
が
大
き
く
揺
れ
ま
し
た
。自
民
党
が
総
選
挙
で
大

敗
し
て
政
権
交
代
を
許
し
、景
気
も
停
滞
し
た
ま
ま
で
す
。厳
し
い
冬
の

時
代
で
す
が
、だ
か
ら
こ
そ
こ
の
一
年
を
、こ
れ
か
ら
の
北
海
道
、稚
内

市
の
あ
り
方
を
、新
た
な
視
点
で
考
え
ぬ
く
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

北
海
道
関
係
の
予
算
は
、道
路
、ダ
ム
、農
業
基
盤
な
ど
の
公
共
事
業

が
次
々
と
廃
止
・
凍
結
・
縮
減
に
追
い
込
ま
れ
、道
開
発
予
算
も
激
減
し

ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
ま
ま
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。私
た
ち
に
は
、一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
場
で
戦
い
、こ

の
眼
下
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
、未
来
に
希
望
を
持
て
る
北
海
道
を
築

く
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　

私
も
明
日
へ
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、一
次
産
業
の
漁
業
・
酪
農
や

水
産
加
工
業
の
振
興
、観
光
資
源
の
再
発
見
と
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く

り
、サ
ハ
リ
ン
州
と
の
連
携
・
協
力
の
推
進
、医
療
や
保
健
予
防
の
充
実

や
高
齢
者
支
援
な
ど
の
、諸
課
題
の
解
決
に
向
け
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

高
橋
は
る
み
知
事
と
手
を
携
え
て
、稚
内
市
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
北

海
道
議
会
で
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　

今
年
は
参
議
院
議
員
選
挙
の
年
で
す
。皆
さ
ま
の
お
力
を
結
集
し
て
、

自
民
党
の
議
席
を
守
り
抜
く
こ
と
こ
そ
が
、北
海
道
や
ふ
る
さ
と
・
稚
内

市
の
将
来
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

走
り
続

走
り
続
け
れ
ば
夢
は
実
現
す

は
実
現
す
る
。想
い
は
伝
わ

は
伝
わ
る
。

走
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け
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す
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。

稚内市の飛躍のためにたえず前進稚内市の飛躍のためにたえず前進稚内市の飛躍のためにたえず前進
　政治を取り巻く状況がどう変わろうとも、稚内市の発展のためにひた

むきに活動する吉田正人道議です。道議会水産林務委員会副委員長と

して地元とかかわりの深い水産業・林業

の振興に手腕を発揮する一方、道議会本

会議でも積極果敢に提案・提言を行うな

ど、その活躍は群を抜いています。「地域

の振興が北海道、日本の繁栄につながり

ます」と語り、ふるさと・稚内市の未来を

切り拓くために奮闘しています。

………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

▲政策懇談会で各団体の
　皆さんからの要望を聞く

▲道の幹部から新年度予算についての
　ヒアリング

▲党道連組織副委員長として
　役員会に臨む

吉田正人道議のプロフィル

http://www.yoshida-masato.com/

▲国会内で開催された「北海道ブロッ
ク両院議員会と北海道議会議員と
の懇談会」で党再生や新年度予算に
ついての意見交換
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第
三
回
定
例
道
議
会
で
積
極
的
に
提
案

第
三
回
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道
議
会
で
積
極
的
に
提
案

第
三
回
定
例
道
議
会
で
積
極
的
に
提
案

サ
ハ
リ
ン
で
北
海
道
物
産
即
売
会
の
開
催
を
求
め
る

一
、北
海
道
の
対
外
政
策
に
つ
い
て

 

（
１
）中
国
な
ど
の
政
策
に
つ
い
て

吉
田
正
人
議
員　

中
国
と
の
経
済
交

流
に
関
し
て
は
、通
関
、検
疫
に
長
時

間
か
か
る
、ロ
ッ
ト
の
問
題
で
取
扱
業

者
が
限
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
諸
問
題
が

あ
り
、そ
の
解
決
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

高
橋
は
る
み
知
事　

国
の
中
国
に
対

す
る
農
産
物
の
輸
入
解
禁
要
請
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、現
地
事
情
を
把
握

し
て
い
る
輸
出
入
業
者
・
専
門
家
に
よ

る
保
存
期
間
の
長
期
化
な
ど
の
商
品

の
磨
き
上
げ
、現
地
輸
入
商
社
の
発
掘

に
よ
る
流
通
ル
ー
ト
の
開
拓
、情
報
収

集
機
能
の
強
化
を
図
り
、道
産
品
の
輸

出
拡
大
に
努
め
る
。

（
２
）ロ
シ
ア
の
政
策
に
つ
い
て

１
、経
済
交
流
の
推
進
な
ど
の

　
　
　

具
体
策
に
つ
い
て

吉
田
議
員　

平
成
二
十
年
に
知
事
は

極
東
三
地
域
を
訪
問
し
、チ
ャ
ー
タ
ー

機
な
ど
の
航
空
路
の
開
設
や
経
済
交

稚内メガソーラーがほぼ完成

道
が
五
年
ぶ
り
に
推
進
方
策
を
改
定

食
品
輸
出
の
目
標
は
四
百
五
十
億
円

流
の
推
進
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し

た
。訪
問
か
ら
一
年
近
く
が
経
つ
が
、具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
考
え
な
の

か
。

高
橋
知
事　

寒
冷
地
土
木
・
建
築
技

術
に
関
し
て
北
海
道
建
設
業
協
会
が

サ
ハ
リ
ン
州
建
設
協
会
と
協
力
合
意

書
を
締
結
し
、道
産
食
品
に
関
し
て
は

輸
出
商
談
会
を
開
催
し
た
。今
後
と

も
、経
済
協
力
発
展
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
、経
済
交
流
の
推
進
を
図
っ
て
い

く
。ま
た
、本
道
と
ロ
シ
ア
極
東
地
域

と
の
航
空
便
の
就
航
の
実
現
に
向
け

て
、ま
ず
は
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
実
現
や

拡
大
を
図
る
。

２
、サ
ハ
リ
ン
と
の

　
　
　

フ
ェ
リ
ー
航
路
に
つ
い
て

吉
田
議
員　
サ
ハ
リ
ン
州
と
北
海
道
の

フ
ェ
リ
ー
航
路
は
、サ
ハ
リ
ン
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
の
終
了
に
伴
い
、航
路
を
維

持
す
る
た
め
の
採
算
は
厳
し
く
な
り
、

削
減
や
廃
止
、休
止
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。知
事
は
、こ
の
航
路
の
必
要

性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
を
し
て

い
る
の
か
、伺
い
ま
す
。

高
橋
知
事　

地
元
自
治
体
や
経
済
界

と
一
体
と
な
っ
た
航
路
の
利
用
促
進
に

取
り
組
み
、国
や
サ
ハ
リ
ン
州
行
政
府

に
必
要
性
を
訴
え
、航
路
の
維
持
に
向

け
た
協
力
を
要
請
す
る
。

３
、サ
ハ
リ
ン
州
と
の
交
流
に
つ
い
て

吉
田
議
員　

北
海
道
に
は
、サ
ハ
リ
ン

に
も
好
ま
れ
る
果
物
や
農
産
物
、建
築

資
材
が
豊
富
に
あ
り
、サ
ハ
リ
ン
で
北

海
道
物
産
即
売
会
の
開
催
を
提
案
す

る
。二
十
二
年
九
月
の
開
催
、あ
る
い
は

二
年
後
な
ど
目
標
を
持
っ
て
事
業
展

開
を
す
べ
だ
。

高
橋
知
事　

議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た

北
海
道
物
産
即
売
会
の
開
催
に
つ
い
て

は
、大
変
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。実

現
に
向
け
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
り
、サ
ハ
リ
ン
州
行
政
府
と
も
協
議

を
し
、即
売
会
の
開
催
に
向
け
て
検
討

し
た
い
。

二
、情
報
関
連
産
業
な
ど
に
よ
る

　

 

道
内
経
済
に
つ
い
て

１
、地
域
経
済
活
動
に
与
え
る

　
　
　
　

影
響
に
つ
い
て

吉
田
議
員　

道
内
の
携
帯
電
話
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、Ｂ

Ｓ
・Ｃ
Ｓ
放
送
、フ
レ
ッ
ツ
光
な
ど
の
使

用
料
金
は
概
算
で
年
間
三
千
五
百
億

円
を
超
え
る
。そ
の
大
半
は
、本
社
の

あ
る
東
京
に
吸
い
上
げ
ら
れ
、地
域
経

済
が
低
迷
す
る
一
つ
の
原
因
に
な
っ
て

い
る
。

高
橋
知
事　

消
費
者
ニ
ー
ズ
を
先
取

り
し
た
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、提
供

な
ど
を
行
う
道
内
事
業
者
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、情
報
化
の
進
展
が
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
る
。

２
、本
社
な
ど
の
誘
致
に
つ
い
て

　

稚
内
市
と
北
海
道
電
力
が

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）」か

ら
事
業
委
託
を
受
け
て
、同
市

声
問
地
区
で
建
設

を
進
め
て
き
た
、大

規
模
な
太
陽
光
発

電
の
実
証
研
究
施

設（
稚
内
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
）が
昨
年
末
、

ほ
ぼ
完
成
し
ま
し

た
。

　

稚
内
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
稚
内
市
が
東
京
ド
ー
ム
三
個

分（
約
十
四 

ヘ
ク
タ
ー
ル
）の
敷

地
を
無
償
提
供
し
、平
成
十
八

年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の

五 

カ
年
間
に
わ

た
り
、さ
ま
ざ
ま

な
研
究
開
発
を

行
い
ま
す
。総
事

業
費
は
約
七
十

億
円
で
す
。

　

施
設
は
十
九

年
度
に
二
メ
ガ

ワ
ッ
ト
、二
十
年

度
も
二
メ
ガ
ワ
ッ

ト
の
太
陽
電
池
を
設
置
。二
十
一

年
度
は
残
り
１
メ
ガ
ワ
ッ
ト
分

の
設
置
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。

フ
ル
稼
働
す
れ
ば
総
出
力
は
五

メ
ガ
ワ
ッ
ト
に
も
な
り
、一
般
家

庭
約
千
七
百
世
帯
分
を
賄
う
能

力
を
持
つ
国
内
最
大
級
の
太
陽

光
発
電
施
設
で
す
。

　

吉
田
道
議
も「
気
象
条
件
が

厳
し
い
稚
内
で
大
規
模
太
陽
光

発
電
が
成
り
立
て
ば
、ど
の
地

域
で
も
利
用
が
可
能
に
な
る
」

と
成
果
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。

吉
田
議
員　

仮
に
、ヤ
フ
ー
や
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
な
ど
の
本
社
が
本
道
に
あ
れ

ば
、そ
の
雇
用
や
税
収
面
で
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
す
。北
海
道
と
し
て
、本

社
な
ど
を
誘
致
す
る
と
い
っ
た
政
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

高
橋
知
事　

道
と
し
て
は
、情
報
関
連

産
業
を
重
点
分
野
の
一つ
と
位
置
づ
け
、

今
後
と
も
、経
済
団
体
や
市
町
村
と
連

携
を
し
な
が
ら
、情
報
関
連
産
業
の
立

地
促
進
に
向
け
て
、本
社
機
能
を
含
め

た
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

三
、宝
く
じ
に
つ
い
て

吉
田
議
員　

宝
く
じ
の
売
り
上
げ
増

を
図
り
、収
益
金
を
増
加
さ
せ
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、漁
連
や
ホ
ク
レ

ン
な
ど
と
も
協
力
し
、副
賞
と
し
て
北

海
道
の
味
覚
を
提
供
す
る
な
ど
、よ
り

魅
力
的
な
商
品
開
発
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、販
売
促
進
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

高
橋
知
事　

宝
く
じ
収
益
金
は
、道
に

と
っ
て
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、今
後
と

も
、そ
の
充
実
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
が
大
変
重
要
。地
場
産
品
の
活
用
と

い
う
、議
員
が
提
案
し
た
趣
旨
を
踏
ま

え
、全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
の

場
に
提
案
す
る
な
ど
し
て
、収
益
金
の

増
加
に
努
め
る
。

　
吉
田
正
人
道
議
は
平
成
二
十
一
年
第
三
回
定
例
道
議
会（
九
月
三
十
日
）の

一
般
質
問
で
、「
北
海
道
の
対
外
政
策
」「
情
報
関
連
産
業
」「
宝
く
じ
」に
つ
い

て
質
問
し
、高
橋
は
る
み
知
事
ら
の
見
解
を
聞
く
と
と
も
に
、サ
ハ
リ
ン
で
北

海
道
物
産
即
売
会
の
開
催
を
求
め
る
な
ど
積
極
的
な
提
案
を
し
ま
し
た
。

　
吉
田
道
議
の
主
な
質
疑
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

道
は
平
成
二
十
二
年
か
ら
二
十
四
年

ま
で
三
年
間
の「
海
外
と
の
経
済
交
流

推
進
方
策
」を
ま
と
め
ま
し
た
。推
進

方
策
の
改
定
は
五
年
ぶ
り
で
す
。

　

新
方
策
の
基
本
目
標
は「
海
外
に
お

け
る
道
産
品
の
販
路
開
拓
や
観
光
客

誘
致
・
道
産
技
術
の
展
開
に
よ
る
本
道

経
済
の
活
性
化
」で
す
。達
成
の
た
め
に

本
道
に
優
位
性
が
あ
る「
食
」・「
観
光
」

を
重
点
分
野
に
設
定

し
て
、海
外
需
要
の
獲

得
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
食
」に
つ
い
て
は
重

点
対
象
地
域
ご
と
に

対
応
方
向
を
ま
と
め

て
お
り
、道
内
か
ら
の

食
品
輸
出
額
を
二
十

四
年
に
は
四
百
五
十
億

円
と
二
十
年
実
績（
二
百
六
十
三
億

円
）の
一・七
倍
と
す
る
目
標
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、中
国
、韓
国
、香
港
・
台
湾
な

ど
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
、ロ
シ
ア
極
東
地

域
の
四
地
域
を
重
点
地
域
に
定
め
、

道
産
の
農
水
産
物
や
加
工
品
の
輸
出

を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
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